
 

 

 

 

 

■ねらい、出題の内容 

１地理的分野の問題 

【ねらい】地図、グラフ、表などの資料から有用な情報を適切に選択し、効果的に活用する技能をみることをねらいと

する。 

【出題の内容】（１）世界地図より、大洋の位置と名称の基礎的知識・理解を問う問題。（２）地球上の地理的位置関係

について、経度と経線をもとに、思考・判断する問題。（３）環太平洋造山帯に属する山脈の位置について、思考・判

断する問題。（４）ナイル川流域の人々の生活について、歴史的分野を融合させ思考・判断する問題。（５）シベリア

東部の気候の特徴とその地域で暮らす人々の生活について思考・判断する問題。（６）経済水準や人口規模、その国

の気候や産業などをもとに、五つの国について思考・判断する問題。（７）エネルギー供給に関する表を読み取り、

日本と比較したニュージーランドの特徴について思考・判断・表現する問題。 

 

２地理的分野の問題 

【ねらい】中国・四国地方を題材として、基礎的・基本的な知識や理解を確認するとともに、資料から読み取った情報

を根拠として、思考・判断する力をみることをねらいとする。 

【出題の内容】（１）中国・四国地方の地形について基礎的知識・理解を問う問題。（２）中国・四国地方の降水量のグ

ラフを読み取り、思考・判断する問題。（３）地図や地形図を活用して県の位置を思考・判断する問題のほか、地形図

の読図や地形図上の２地点間の距離を求める問題。（４）中国・四国地方の四つの県の農業の特徴について思考・判

断する問題。（５）瀬戸内工業地域の広島県、岡山県、愛媛県の特徴について思考・判断する問題。 

 

３歴史的分野の問題 

【ねらい】日本と諸外国との歴史的な関係について、様々な資料を活用しながら、思考・判断・表現する力をみること

をねらいとする。 

【出題の内容】（１）遣隋使と遣唐使に関する知識・理解を問う問題。（２）平清盛が修築して日宋貿易を行った港につ

いて思考・判断する問題。（３）鎌倉幕府の政治のしくみについて基礎的知識・理解を問う問題。（４）江戸時代の文

化について、資料をもとに思考・判断する問題。また、江戸時代から明治初期の日本と欧米諸国に関する歴史的事象

について、時代背景と関連させながら思考・判断する問題。（５）ＧＨＱによる民主化の改革に関する基礎的知識・

理解を問う問題。（６）日本が国際連合に加盟した時期のアフリカ州で起きた動きについて思考・判断し、表現する

問題。 

 

４歴史的分野の問題 

【ねらい】日本や世界の歴史を、古代から近代までの福島県の歴史と関連付けながら、多面的・多角的に考察し、適切

に表現する力をみることをねらいとする。 

【出題の内容】（１）年代について基礎的知識・理解を問う問題。また、江戸時代末期から明治時代初期に世界で起き

た出来事について思考・判断する問題。（２）戊辰戦争について、基礎的知識・理解を問う問題。（３）資料から江戸

時代に行われた改革の特徴を読み取り、思考・判断する問題。また、日本の歴史を身近な地域で起きた歴史的事象と

関連させ、思考・判断する問題。（４）日本の近代化に尽力した人物について思考・判断する問題。また、明治政府の

行った外交政策の歴史的意義について思考・判断・表現する問題。 

 

５公民的分野の問題 

【ねらい】日本の人口問題とその解決に向けた取組などに関する基礎的知識・理解と、資料を有効に活用して多面的・

多角的に考察する力をみることをねらいとする。 

【出題の内容】（１）日本の年齢階級別人口の変化を示したグラフについて、思考・判断する問題。（２）日本の女性の

労働力率の向上に関係のある制度に関する基礎的な知識・理解を問う問題。（３）消費者問題について基礎的知識・

理解を問う問題。（４）日本が推進する他国との経済連携協定について基礎的知識・理解を問う問題。（５）日本の社

会保障制度について、基礎的な知識・理解を問う問題。（６）国が地方公共団体に配分する地方交付税交付金の目的

について、グラフを活用して思考・判断し、表現する問題。 

 

６公民的分野の問題 

【ねらい】国会や地方自治、選挙などに関する国民主権をテーマとして、基礎的知識・理解をもとに資料を適切に活用

して、思考・判断し、表現する力をみることをねらいとする。 

【出題の内容】（１）国会についての基礎的知識・理解を問う問題。（２）日本の選挙における基本原則について、基礎
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的知識・理解を問う問題。（３）直接請求の手続きについて、思考・判断する問題。（４）啓蒙思想家について基礎的

知識・理解を問う問題。また、国民審査について資料を読み、思考・判断する問題のほか、国民主権について思考・

判断し、表現する問題。 

 

■今後の学習指導のために 

  各大問とも、設定された課題やテーマを軸に、基礎的な知識・理解に基づき、様々な資料を活用しながら思考・判

断したことを表現する力をみることを大きなねらいとしている。このことは、学習指導要領において、知識・理解を

有機的に結びつけ、社会的な課題に対処し、解決していく力を育むことを重視していることによるところが大きい。

そのためにも、単元を通したねらいと明確な評価規準を設定し、生徒の主体的な活動を重視した学習指導を行う中で、

基礎的な知識・理解の着実な定着を図るとともに、資料の適切な活用を通し、思考・判断し、表現する活動を一層充

実させることが求められる。 

 

■まとめ 

  上記のとおり社会科の学習指導では、身に付けた知識・理解を、社会的事象に対する課題の解決に向けて活用した

り、応用したりする力を育むことが求められている。このことを受け、今年度も、全分野において、資料を活用し、

思考・判断・表現することを求める問題をこれまで同様に設定している。地理的分野では、特に資料の活用能力を重

視し、地図の活用をはじめ、日本や世界の地域的な特徴などについて思考・判断・表現させており、歴史的分野では、

日本の歴史と世界の歴史との関連や、過去と現在を結びつけるような資料を用いて歴史を概観させた。また、公民的

分野では、市場経済や消費者問題、財政、人権、選挙、裁判など、現実の社会的事象を通して、思考・判断し、表現

させる設問を取り入れた。 

 

■正解（次頁） 

 

■正答率・部分正答率（％） 
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